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Ⅳ　目標・取組及び評価指標等の設定と評価 ※すべてのアンケート項目において上半期を上回っている。 福山市立 瀬戸小 学校

年
目

中期経営目標
重
点

分
類

短期経営目標
目標達成に
向けた取組 総合 改善方策

評価 評価 評価 評価 評価

評価指標
児童・職員ｱﾝｹｰﾄ（6⇒11⇒１月）

保護者ｱﾝｹｰﾄ（７⇒12月）予定

中間評価（10月１日） 最終評価（２月末）

□指標に係る取組状況 プロセス 達成 改善方策
□指標に係る取組状況
◎短期（中期）経営
　目標の達成状況

プロセス 達成

3 3 3

○本年度の課題を整理し，校内研究
チーム体制を活かして具体的な取組を
示し，共通認識をもって授業改善を進
める。
○授業者の意識や授業力を高めるため
の研修を仕組み，授業の中で効果的に
活かせるようにしていく。
○学力の伸びを児童が実感し，教職員
が手ごたえを感じられるよう，学年
で，系統性を踏まえた教材分析を行
う。さらに，「単元でつけるべき力」
を学年で確認し，躓きを予想し，「手
立て」を明確にした授業づくりを行
う。

1

多様な他者
と，かかわ
り合い・認
め合う児童
の育成

新
規

・「多様な他者
とのよりよいか
かわり」を生み
出す集団活動・
指導⇒支援・評
価を工夫し，安
心感・自己効力
感・思いやりの
心を育む。

〇感染予防・拡大防止対策を徹底しながら，
子ども主体の集団活動(掃除，行事，集会，遊
び等←児童会・委員会・ｸﾗﾌﾞ・ﾍﾟｱ学年等）・
指導・支援を工夫し，評価・改善を「見える
化」する。
〇日々の学級活動(朝・終わりの会，給食等)
と，学活・道徳・行事を関連付ける<振り返り
の活用等>。
〇連続欠席・遅刻等の未然防止・初期対応に
係る取組・支援を，組織的に・ﾀｲﾑﾘｰに・粘り
強く続ける。

〇児童ｱﾝｹｰﾄ4項目で「あてはまらない」
を０％に近づけていく。
 ①自ら問い（なぜ・どうして？）を持
ち，（つなげて）考えている。
 ②考えたことなどを，伝え合い・聴き
（訊き）合いながら，広げたり・深めた
りしている。
 ③（見通しを立てたり，振り返ったりし
ながら）粘り強く学んでいる。
 ④「分かった・できた・面白い！」と感
じる場面がある。
〇職員ｱﾝｹｰﾄ「目の前の子どもたちの学力
(３つの柱)は伸びている（学力調査，児
童の振り返り，手ごたえ 等）」肯定的評
価を100％に近づけていく。

児①3.1％②4.0％③3.5％④2.2％
職①68.1％
□校内研究チーム体制を整え，「挑
戦・追究課題」に基づいた研究授業
を行った。研究授業で明確になった
課題を全校の共通課題とし，授業改
善を進めた。
□「単元の本質」に向かう単元構想
に基づく「学びづくり」について，
チャレンジ単元を設定し，具体的な
工夫・改善策をもって授業を行っ
た。

3 3

○「単元の本質」に向かう「本質的
な問い」とは何か等，教職員間で共
通認識をもち単元構想を練り，授業
展開の工夫につなげる。
○学力の伸びを児童が実感し，教職
員が手ごたえを感じられるよう，
「単元でつけるべき力」そのための
「手立て」を明確にした授業づくり
を行う。
○校内研究チーム体制を活かした授
業改善・工夫を行い，互いに授業を
観合ったり，交流したりする。

児①3.1％②2.7％③2.4％④1.8％

職①85.0％

□全国学力・学習状況調査，学力の伸

びを把握する調査の分析をもとに，授

業改善の視点を示し共通認識をもって

学びづくりを進めた。

□チャレンジ単元を設定し，授業者は

単元構想図を作成し，単元の見通しと

具体的な改善策をもって授業を行っ

た。単元終了後，授業者は振り返り

シートを作成し，全職員で意見交流し

た。

□国語科・算数科の系統性を明らかに

し学びをつなぐ意識を高めるために，

教材分析や問題作成の研修を実施し

た。

2

確かな学力
（生きて働く知識・
技能，思考・判断・
表現力，学びに向か
う力・人間性等）

の向上

★
継
続

・「めざす授業
の姿」に沿っ
て，子ども主体
の学びづくりを
進め，学力(３つ

の柱)を伸ばして
いく。

1
運動が好き
な児童の育
成

新
規

「運動すること
は楽しい・面白
い」等が実感で
きる学習活動・
指導⇔支援・評
価を工夫し，運
動好きな児童を
増やす。

〇感染予防・拡大防止対策を徹底しながら，
体育授業や外遊び等で，多様な他者とよりよ
く関わることの楽しさや，課題克服⇒体力・
技能向上の喜び，練習やルールの工夫等の面
白さが実感できる学習活動・指導・支援を工
夫し，評価・改善を「見える化」する⇒学習
方略の獲得
〇体育授業（練習⇒体力・技能ﾃｽﾄ等）で，自
己ﾍﾞｽﾄや「もう１回・もう１ｍ」等に，こだ
わりが持てる指導・支援を工夫し，評価・改
善を「見える化」する⇒非認知能力（やり抜
く力等）の向上

〇児童ｱﾝｹｰﾄ4項目で「あてはまらない」
を０％に近づけていく。
 ①クラスで，安心して過ごせている。
 ②クラスの役に立つこと(〇〇係・名人
等)を，１つ以上がんばっている。
 ③出会った人の心に届く，あいさつをし
ている。
 ④そこを使う・通る人のことを考えて，
ていねいにそうじをしている。
　⇒自ら「選ぶ・決める・続ける」

□児童会選挙，委員会活動等，コロ
ナ禍でもできることを考え，全校で
取り組んだ。
□授業や各行事において目標設定や
振り返りをICTを効果的に活用しな
がら行った。
□児童ｱﾝｹｰﾄ①～④で「あてはまら
ない」と答えた児童
①3.1％②4.8％③6.6％④2.6％
・「あてはまらない」を複数項目選
んでいる児童が数名いた。
□欠席が続く児童を全職員で共有
し，連携を図りながら支援をしてい
る。

3

〇子どもたちの集団活動や学びの
姿・成長を発信・共有し，保護者・
地域とつながる。
〇「子ども主体の学びづくり」に係
る時間を生み出すために，時間管理
の見通し（月・週別，曜日別）を立
てる＜各学年・分掌，各自＞

〇児童ｱﾝｹｰﾄ3項目で「あてはまらない」
を０％に近づけていく。
 ①友だちとかかわり合って運動すること
は，楽しい。
 ②自分たちで，練習やルールなどを考
え・工夫して運動することは，面白い。
 ③運動が好き。
〇体力ﾃｽﾄ（5月→再ﾃｽﾄ12～１月）で，
自己ﾍﾞｽﾄ更新児童80％以上<重点種目・
時期・取組⇒各学年で設定・実施・分
析・改善>

□感染予防・拡大防止対策や，熱中
症対策をしながら，体育授業や外遊
びに取り組んだ。
□タブレット端末を用いて資料を共
有する等，指導に生かしている。ま
た，体育ノートやワークシート，
ICTを活用し，子どもの思考を「見
える化」し，評価に生かしている。
□児童ｱﾝｹｰﾄ3項目で「あてはまら
ない」と答えた児童
①2.6％　②3.7％　③4.8％
□新体力テストは５年生のみ実施し
た。また，全学年，柔軟性を高める
運動に取り組んでいる。

3

〇「挑戦・追求課題⇒研究推進重点
教科」（自ら選ぶ・決める）等を基
に，「子ども主体の学びづくり」を
進める。＜研究授業＋日々の工夫・
改善＞
〇「単元の本質」に向かう単元構想
（本質的な問い 等）を基に，子ども
たちの学びを引き出し・つなぎ・広
げる授業展開を工夫する。

3 3 3

〇これまでの行事の内容を見直し，工
夫，改善を繰り返すことで，児童主体
のものにしていく。
○アンケートで否定的な回答をした児
童へのアセスメントを丁寧に行い，保
護者との連携を深めながら，自己効力
感を高めていく。
○欠席が続く児童を少しでも学校とつ
なげる取り組みを来年度を見越して粘
り強く行う。
〇児童会の取り組みと関連付けて，職
員・児童の「自分からあいさつをす
る」意識を高めていく。

3

〇感染状況に応じて柔軟に対応しな
がら，児童主体の行事，児童会活動
等を行えるよう支援する。
○アンケートで否定的な回答をした
児童へのアセスメントを丁寧に行
い，職員全体で情報共有し，多様な
視点から解決策を出し合っていく。
○欠席が続く児童一人一人にあった
支援（職員室・保健室の利用，ICT
の活用等）を全職員で協力して行っ
ていく。

児①2.9％②2.9％③2.7％
④1.5％
□体育参観日，音楽参観日を，コロ
ナ禍でもできることを考え，子ども
主体で取り組んだ。
□各行事ごとに，作文を活用して児
童一人一人が目標をもち，振り返り
ができるようした。
□自分から進んであいさつができる
児童は少ない。
□欠席が続く児童を全職員で共有
し，連携を図りながら支援をしてい
る。

3 3 3

〇児童の安全を第一に考え，感染状況
や遊具の安全性等を日々確かめて，安
全に体育授業や外遊びができるよう支
援する。
〇これまでの行事の目的や内容を見直
して，改善点を挙げ，来年度，よりよ
い活動ができるよう準備する。
〇柔軟性・投能力・持久力を高める運
動やストレッチを，体育の授業で行っ
ていく。
〇３学期の短縄・大繩大会や持久力向
上の取組を通して，自己ベストに向け
てこだわりを持って頑張る児童が増え
るよう，指導・支援・評価を工夫す
る。

3

〇児童の安全を第一に考え，感染状
況や熱中症アラート等を日々確かめ
て，安全に体育授業や外遊びができ
るよう支援する。
〇資料だけでなく，日々の体育授業
で面白いと思った活動を動画や画像
で残し，全教員が共有できるように
する。
〇ジャックナイフストレッチに加え
て，さらにもう一つ手軽に柔軟性を
高めるストレッチを，全学年が取り
組めるようにする。

児　①1.3％　②1.1％　③1.5％
□感染予防・拡大防止対策をしなが
ら，体育授業や外遊び，体育参観日
に取り組んだ。
□体育参観日は，オリパラ教育を踏
まえ，「せとリンピック」という
ネーミングにし，オリパラ教育の価
値を意識しながら行った。各学年実
態に応じて，子どもたちの「やりた
い」という気持ちをもとに，競技を
工夫した。
□全学年，柔軟性を高める運動に取
り組んだ。

評点 評価基準 評点 評価基準 評点 評価基準

3 3 3

〇児童の活動や学びの姿の変容などを
具体的な言葉で保護者と連携し，関係
をさらに深めていく。また，通信・HP
等での情報発信を継続する。
〇引き続き，各個人が業務や授業内
容・行事等の見通しを持ち，優先順位
を考え自ら計画して ，授業づくりを行
う時間を生み出す。また，各主任・主
事を中心に時間管理の見通しを立て
る。

[プロセス評価の評価基準] [達成評価の評価基準] [総合評価の評価基準]

〇保護者ｱﾝｹｰﾄ「日々の授業や行事等を通して，我
が子は成長している」肯定的評価を100％に近づ
けていく。
〇職員ｱﾝｹｰﾄ①働き方の工夫・改善を進めながら，
「子ども主体の学びづくり」に係る時間を生み出
している。②保護者と，子どもの姿（学び・成
長・課題解決の見通し 等）を共有している」肯定
的自己評価を100％に近づけていく。
〇時間外勤務 月45時間・年間360時間を超えな
い職員を0に近づけていく。

□児童の「主体的な学び」を進めるため，

「単元を貫く問いによる授業改善」に取り

組む研修や研究授業を通して，目指す授業

づくりを進めてきた。また，通信等で児童

の様子を保護者に発信した。

・保護者ｱﾝｹｰﾄ９1％・職員ｱﾝｹｰﾄ①61％②

76％

□月中行事に研修や部会を明記し見通しを

持てるようにし，主任・主事を中心に時間

を自己管理することを促した。・４月から

９月末までに時間外勤務 月45時間を超え

た職員　6人（５月以降0人）

3 3

・「学びづくり」研修や「授業での
問い」を通しての授業づくりの協
議・交流を通して，授業改善や子ど
もの主体的な学びを進め，その姿を
より具体的に通信・HP等で発信す
る。
・各個人が業務や授業内容・行事等
の見通しを持ち，優先順位を考え自
ら計画して ，授業づくりを行う時
間を生み出す。また，各主任を中心
に時間管理の見通しを立てる。

・保護者　９6％
・職員①70％②88％
・時間外勤務は減少傾向にある。
□感染対策を徹底しながら授業づく
りや行事に変わる教育活動を実施
し，児童の成長につなげた。さら
に，通信等でタイムリーに教育活動
の内容を発信し，保護者との連携を
図った。
□各主任・主事を中心に月中行事等
を活用し，見通しを立てて，計画的
に業務を行った。

2
信頼される
学校づくり
の推進

継
続

・子どもの姿を
通して，保護
者・地域との信
頼関係をより深
める←働き方の
見直し・改善を
進めながら。

十分に目標を達成できた。

4
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生じた際は，協同的な課題解決が
概ね図られた。 4 目標を概ね達成し，望ましい成果をあげた。 4 ８０％以上１００％未満の達成度 概ね目標を達成できた。

5
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問題が生じた際は，協同的な課題
解決が十分に図られた。 5 目標を大幅に達成し，十分な成果をあげた。 5 １００％以上の達成度

目標を達成できなかった。1
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が生じた際の協同的な課題解決が
図られなかった。 1 目標を大きく下回り，成果が認められなかった。 1 ４０％未満の達成度

ある程度目標を達成できた。

2
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題が生じた際の協同的な課題解決
があまり図られなかった。 2 目標を下回り，成果よりも課題が多かった。 2 ４０％以上６０％未満の達成度 あまり目標を達成できなかった。

3
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，問題が生じた際は，協同的な課
題解決がある程度図られた。 3 目標をある程度達成し，一定の成果をあげた。 3 ６０％以上８０％未満の達成度

2


